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が11 11収・分日IJ をして'トさるからこそ 11J 1 快)OI にf* うことが
できるという引夫も比逃せない.
そこで， l : iÌ~のような 日常'で、は l沼 lii)!.; しづらい↑11件liをゴミ
箱というメディアに展開 し，利井J-fがど のような反応を示
し，またそれらの伯報から何を感じるのかという点に焦点













*1 作品のタイトルは「生まれ変われ 11 ぼく らのペットボトル」
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Fig.2 マクドナルド広内のゴミ箱
F ig.l は JR 新宿駅山手線ホームにi白かれたゴミ箱であ
るが， fHU 而の一部を透明な取化ビニーノレ *2 にすることで不
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J品j' ，'j iJ 苫れたフ夕が付付.いているが， これにより外部からゴミを
見えなくして美智lを保つことに加え l直感的にゴミを捨て
るべき投入口に誘導する機能を有している .
F ig.3 セブンイレブン)，.I~ m'iのゴミ杵i
Fi ぷ.4 孔ll / pl hii0fi のゴミ狩i








ïU~がかかることに iW Iλ| している.
Fig .4は Hlll /plll のゴミ付I. .~~背通のフタ付きゴミ桁
のように見えるが，フミは他のコンビニのゴミ箱には児られ
ない独 I'~I の思想がデザインに込め られている
実はこのフタ，よくある押し込むタイプのブタではな
く，手前から上に引き上げて開けるタイプのフタになって










Fiμ. fi 1，'/修大学 1 IJ-fi 1i 2 附のゴミ ~fi
Fig ，5 は専修大学 1 り白'( 2 附，ちょうど 12 4 教主の近く
にぷH"I~ されているゴミ桁である . なんとなくこのような胤
以を 11 にしたことのある Jj もいるだろう.家出)円サイズの
ゴミ行iの1l!1 litf iにゴミ附日IJ を点すJ!r 'i り紙がJ!r 'j られていて， 1: 
Ú~íにはフタカf付いていたりいなかったり リ している.ゴミ










*:3 207 fjôの早 \，>!1 !iWJか ら ， 尾外に設 lii'J~ さ れているすべての ピン・カ







8 種類制作した.掲示する内符には以下の 3 点を合めた.
1='-: 1分の一本が役に立つことを実感した
2. 身近なモノになると知ってピックリした
3. Y l 1f 1吊 t~l がどんな人か気にな っ た
1.は 'J: 'i=.や職 nが大学で利用することの 多い 50ml
ペットボトル 1 本がリサイクルされた場合，どのようなリ
サイクル|荷l日!となりれ}るかを 示すことで， ペットボ トル 1
本をゴミ箱に入れる行為がどのような怠l床を持つかを分か
りやすく(ムーえることが狙し主である.今 |仁(1は試験的にペット





3. は先の例の孔lll /pll l.lI ]様，ゴミを恰てる行為はすなわ
ち分日Ij をしていることと立|床的には変わらないことを利川
.('i .にl沼li品させることがjl lしhであ る.
3.2 制作プロセス
;lJ lj i' I=) 曲wで、は!J 'i り紙のバリエーションをM パターンか;lJ lj
作し，そのj交に実際に r= IJ "IIJj したものをゴミ村iにJ! J' iり付け
て比やすさやゴミ祈iとの科叶'1: の検l証を行った. i! i1j 作に
は Aclohc I1lu刈1孔tOl・および Ad()b~~ Pho t， osl lO P を利HJし，




るリサイクノレlldlは A 例であり，特定のR}i l1d を結びつけるも
のではありません」という但し:;!?きを添えた. 叫
ここではノ〈まかに;H IJ {1= プロセスをf白保できるよう， ブロ
トタイ プ，/ 1から大きく変更をJJu えたパターンを 11 1心にいく
っか制作の流れを追いながらピッ クアッ プする .
ホ-I W fI/ !..i 栄lこ腕伝記 したところ，専修;大''j': から 1" 11以されたヘッ トボトル
はIlf び PE T 資似と して Ilf 利I+ Jされる P E T TO P E T ・n: 業での
みlf )( り倣われていると いうこと だった
Fig. (i sn apshoLOl 
Fiι .7 日IlC p討hoL02
Fig.G は初!りl のデザイン楽• 1;~"11~のほうがゴミ折、i I.. I(I' こ
ぷIi' J~する パ ネルで， pq んだ形のほうがゴミ桁前I(l iの投入 11
{、 Iきのフタ部分に設.ijl J~する パネルで、あ る . 文:'}<サイズに変
化を与えたり矢 r=IJ を 1 ¥'1.たせたりしているが，かえ って史
*~が乱雑に 11~~ iIせされているように比えてしまってい る .
l:'j 
Fig.7 ではロゴ部分のI;;Z Iと地を反転させ，文?サイズを
.tこすることで情報が~~~J'H されると II.;JIIれこ， 卜分な余1'1
と梢成n句な'i('A!惑がメ I.=. まれた. Fig.G と比較するとよく分
かるのだが，刊にlヌ!と地の反転はアイデンティティとして
あればよい↑11j幸I~ (ロゴ) と特に{云えたいれ守幸I~ (1 本のペッ
トボトルが， 3 コのポストイットに.の部分)の分節に 一
役目っている.通常の文'f: *llの場合は本文が明ilVJ 休な ら見
11 ¥しはゴシック体というように，異なる'1' 1: 質を持つ!}l¥者が
?;?間的に近くにある場介には制党的に先が顕著な京 fl み介わ
せを選んだほうが情報の 15{別を直感n/~に判断しやすくなる
(Robin ¥t Vi ll iams ， 204) 叫 のだが，このような#)j 介では
|火!と地の以似も情報の分tm には効巣n句だといえる.
同 R o bil Wi ll iaJll日 は このよ うなデザイ ン151 川を Co ntra>;t と日子ん
でいる
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.'目 当 ;.I'~ 百 &れタん
函]面コミ分間回収にご箇力ありがとうございますE






























11本のペッ トボ トルが， 3コの付筆紙に.J 
11本のペッ トボトルが， 1枚のクリアファイルに.J 
11本のペッ トボトルが， 3枚の 15cm定規に.J 
11木のペットボトルが， 3コの替え芯ケースに.J 
11本のペッ トボトルが， .50枚の PET名刺に.J 
11本のペッ トボ トルが， 5枚のポッププレー トに.J 
11本のペッ トボトルが 1コの 2Lペッ ト肘取っ手に.J








11月 6日から 24日までは 9号館 5階アトリウムにあ
るゴミ箱計 4台に貼り紙を設置し， 12:10から 12・50まで
の40分間のみアンケー ト調査を行った.11月 27日から
12月 1日までは 1号館 1階 114教室の前にあるゴミ箱計










































Fig. 12 利用者の様子 (アトリウム)
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D. 一瞬だけチラ見した : 25 名
E. 全く見ていない 6名







o 5 10 15 20 25 30 35 40 
Fi g. 15 アンケー卜 ~:i; !;j~ (計 17 名)
Fig.15 はWi り紙を見てくれた 70 名から得られた有効lii]
答 37 件の設問ご との集計結果である .このうちアトリウ
ムでの調査で得られた回答は 23 件， 1 号館で得られた回
答は 14 件である.
4 .3 考察
調査期間中に貼り紙に気付いた人が合わせて 70 人と 当
初期待していた数より少なかった. これは実施したのが
1 月初旬から 12 月にかけてとし寸飲料の需要が落ち込み
始める時期!と mなってしまったのが大きな要因と推測され
る. しかしその中でも半数以上の利用者が貼り紙に関心を
示 し，約 2 i! i1Jが足を止めてl!占り紙を見ていた結果について
は，ポスターでさえ 1 1一l 々)~を止めて見てもらえないことを
身慮する と健闘した数値といえるのではないだろうか.
アンケ トー 結果で特に重要な設問は Q l， Q2 ， Q3 であ
る. Q1 では貼り紙で掲示 した情報のうちもっとも印象深




Q2 では 81 % の利用者が「分別しようと感じた」と答え
ている. Q3 で「普段分別はしていない」と答えた 6 名の
うち 5 名は Q2 で「分別しようと感じた」と符えている.












卒報民をH取兄f何q.するこ とが英矧難mしいという|山川日叫山J: 組也， あるいは ιち LI 二
まった人の多くがのぞき込むような安勢を余儀なくされて
いたのは刊に改 }'I~f すべき点だ、といえるだろう.
改普-の 1 つの方向ド1:としてゴミ箱1" 1体のリ ・デザインを
試みることは大切だろう .例 えば. 情報を利用者の 1-= 1線に
近づけるためにはゴミ桁の高さや大きさが検[討の対象とな
るだろうし， 素材の遠いにおいても利用者には重要な記甘









果を検証する調究を行った . その結果，ゴミ箱にJh~i り紙を
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